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議案
第 69 号

蓮田市個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 70 号

蓮田市議会議員及び蓮田市長の選挙にお
ける選挙運動用ポスターの作成の公営に
関する条例及び蓮田市議会議員及び蓮田
市長の選挙におけるビラの作成の公営に
関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 71 号

児童福祉法等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 72 号

蓮田市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 73 号 蓮田市土地開発公社の解散について 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 74 号

令和７年度蓮田市一般会計補正予算
（第４号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 75 号

令和７年度蓮田市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 76 号

令和７年度蓮田市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 77 号

令和７年度蓮田市介護保険特別会計補
正予算（第２号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 78 号

令和７年度蓮田市水道事業会計補正予
算（第２号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 79 号

令和７年度蓮田市下水道事業会計補正
予算（第２号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 80 号

蓮田市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 81 号

市長及び副市長の給与等に関する条例
及び蓮田市教育委員会教育長の給与等
に関する条例の一部を改正する条例

原案可決 × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 82 号

蓮田市職員の給与に関する条例及び蓮
田市一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 83 号

令和７年度蓮田市一般会計補正予算
（第５号） 原案可決 × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 84 号

令和７年度蓮田市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 85 号

令和７年度蓮田市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 86 号

令和７年度蓮田市介護保険特別会計補
正予算（第３号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 87 号

令和７年度蓮田市水道事業会計補正予
算（第３号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 88 号

令和７年度蓮田市下水道事業会計補正
予算（第３号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 89 号

令和７年度蓮田市一般会計補正予算
（第６号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 90 号

令和７年度蓮田市水道事業会計補正予
算（第４号） 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▶▶▶▶令和７年12月定例会審議案件とその結果（個人別表決結果表）◀◀◀◀

○…賛成、×…反対、―…議長のため採決に加わらず
議員名下の（　）内は、所属会派名の略

市長提出議案

（公）…公明党　
（市）…市民クラブ未来

（共）…日本共産党
（双）…双志会

（政）…はすだ政和会
（会）…会派に所属しない議員
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請願
第 3 号 池田用水路の蓋掛け工事に関する請願 趣旨採択 ○ ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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議第 4 号
議案

県民活動総合センターの存続を求める
意見書 原案可決 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願

議員提出議案

総 務 委 員 会 令和７年10月９日～10月10日

　令和元年10月の台風19号を教訓に、災害対応業務を迅
速且つ正確に行い、市民の生命と財産を守ることを目的
に、災害情報の収集、収集した情報の表示、避難指示等
の発令判断支援及び情報発信までを一元的に行う福島市
災害対策オペレーションシステムを構築した。これは情
報発信の更なる多重化を図るもので、令和３年５月から
運用を開始している。
　蓮田市における情報発信のあり方について参考になる
ものであった。

　職員が限られている中、東日本大震災以降は、業務量が
増加傾向にあり、BPR（業務プロセス再構築）による業務の
簡素化・標準化が必要となった。平成27年度に実施した全
庁的な業務量調査の結果、全庁共通業務が全体の14％を占
め、負担が大きく、各課の固有業務に影響を及ぼしていた。
このため、庁内の共通業務の業務量を効率的・効果的に削
減するための手法をまとめた「郡山STANDARD」を平成
28年度構築した。このような職員の業務見直しの取組は、市
民サービスの向上に繋がるものとして参考になった。

民生文教委員会

建設経済委員会

令和７年10月22日～10月23日

遠野わらすっこ　夢の教室事業について・遠
野市公営塾について� （岩手県遠野市）

地域包括ケア連携拠点チームかまいしについて
� （岩手県釜石市）

　地域全体で子どもを育てる取組として、体験と対話を重視
した教育実践が行われていた。アスリートによる授業では、
夢を持つことや仲間と協力することの大切さを学び、子ども
たちの自己肯定感を高める効果が見られた。また、市が主体
となって運営する学びの場では、小・中・高校生を対象に基
礎学力の定着から進学・就職までを見据えた支援が行われ
ている。地域資源を生かし、将来を見据えた人材育成を進
める取組は、本市においても参考となるものであった。

　多職種による「顔の見える関係」を基盤とし、医療・
介護・福祉が連携した切れ目のない支援体制が構築され
ていた。行政と医師会が中核となり、現場の課題を共有
しながら協働を進める仕組みは、震災対応の経験を通じ
て培われたものである。地域全体で支え合う体制づくり
は、今後の地域包括ケアの推進において示唆に富むもの
であった。

令和７年10月29日～10月30日

新規就農者支援事業について
� （長野県須坂市）

空き家のセカンドユース事業について
� （長野県上田市）

　市内農業は、担い手不足から農業従事者の減少が続
き、農家の高齢化・新規就農者も微増など、課題を抱え
ている。農業の活性化に取り組んでいる須坂市の支援策
について視察を行った。
　就農者確保のために就農相談会、就農体験の実施（１
泊1000円で宿泊可能な施設の提供）、新規就農者用共同
作業場等の取り組みがあり、県事業として新規就農者に
２年間里親がつく里親制度は、大変良い事業だと感じた。

　平成30年に「空家等対策計画」を策定し、セカンドユース事
業等の先駆的な取り組みを行っている。セカンドユース事業と
は、空き家のリフォーム工事を実施し、移住者等に５年以上賃
貸物件として提供する空き家所有者に対し、リフォーム費用の
２分の１の改修費用を補助する（上限額50万円）ものである。
財源は「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を活用し、
令和７年度予算500万円であり、昨年実績は９件であった。
この取組は蓮田市としても大いに参考となるものであった。

行 政 視 察委 員 会 活 動

災害対策オペレーションシステムについて
� （福島県福島市）

郡山STANDARD　全庁共通業務の業務割
合削減について� （福島県郡山市）


